
Title 平成20年度 活動記録
Sub Title
Author

Publisher 慶應義塾大学グローバルCOEプログラム人文科学分野論理と感性の先端的教育研究拠点
Publication year 2008

Jtitle 活動報告書 Vol.2, (2008. ) ,p.29- 32 
JaLC DOI
Abstract
Notes 第2章 : シンポジウム等の活動報告
Genre Research Paper
URL https://koara.lib.keio.ac.jp/xoonips/modules/xoonips/detail.php?koara_id=KO12002002-20090300-

0029

慶應義塾大学学術情報リポジトリ(KOARA)に掲載されているコンテンツの著作権は、それぞれの著作者、学会または出版社/発行者に帰属し、その権利は著作権法によって
保護されています。引用にあたっては、著作権法を遵守してご利用ください。

The copyrights of content available on the KeiO Associated Repository of Academic resources (KOARA) belong to the respective authors, academic societies, or
publishers/issuers, and these rights are protected by the Japanese Copyright Act. When quoting the content, please follow the Japanese copyright act.

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)

http://www.tcpdf.org


平成20年 度 活動記録
団～囮 別紙報告文参照

開催日 研究・運営プログラム担当者名 会場(慶應義塾大学) 会議等の名称(タ イ トル) 主な講演者(敬 称略)

1
2008年

4月2日

研究発信支援

プログラム:小 嶋

三田キャンパス

研究棟地下1階
第3会 議室

第9回 脳の講習会 「記憶と脳1」 梅田聡 (脳と進化班)

2 4月5日 研究発信支援
プログラム:小 嶋

三田キャンパス

研究棟地下1階
第3会 議室

第10回 脳の講習会 「記憶と脳2」 梅田聡 (脳と進化班)

3 4月9日
研究発信支援
プログラム:小 嶋

三田キャンパス

研究棟地下1階

第3会 議室

第11回 脳の講習会 「視空間失認」
武田克彦(国 際医療福祉大学三田

病院)

4 4月16El
研究発信支援
プログラム:小 嶋

三田キャンパス

研究棟地下1階
第3会 議室

第12回 脳の講習会
「社会的認知と脳1」

梅田聡 (脳と進化班)

5 4月19日
研究発信支援
プログラム:小 嶋

三田キャンパス

研究棟地下1階
第3会 議室

第13回 脳の講習会
「社会的認知と脳2」

梅田聡 (脳と進化班)

6 4月22日 発達と遺伝班:安 藤
三田キャンパス
532教 室

鳥の歌から言語と教育の起源を考える 岡ノ谷一夫 (理化学研究所)

7 4月26日
研究発信支援

プログラム:小 嶋

三田キャンパス

研究棟地下1階
第3会 議室

第14回 脳の講習会

「聴覚 ・音声と脳」
小嶋群三 (脳と進化班)

8 5月7日
研究発信支援
プログラム:小 嶋

三田キ ャンパス

東館6階

G-SEC Lab

第15回 脳の講習会

「脳による運動の制御」
丹治川頁 (玉川大学)

9 5月10日
研究発信支援
プログラム:小 嶋

三 田キャンパス

東館6階

G-SEC Lab

第16回 脳の講習会

「認知から運動へのつながり」
丹治順 (玉川大学)

io 5月13日 発達と遺伝班:安 藤
三田キャンパス

532教 室
チンパンジーに教育はあるのか 友永雅巳 (京都大学)

11 5月14日
研究発信支援
プログラム:小 嶋

三 田キャンパス

東館6階

G-SEC Lab

第17回 脳の講習会

「言語と脳1」
伏見貴夫 (北里大学)

12 5月17日 研究発信支援
プログラム:小 嶋

三田キャンパス

南館4階 会議室
第18回 脳の講習会
「言語と脳2」

伏見貴夫 (北里大学)

13 5月21日
研究発信支援
プログラム:小 嶋

三 田キ ャンパス

東館6階
G-SEC Lab

第19回 脳の講習会

「脳の機能の左右差と脳の構造の左右
差に関する考察」

杉下守弘(新 潟 リ八ビリテマショ
ン大学院)

14 6月48
研究発信支援
プログラム:小 嶋

三 田キ ャンパス

東館6階

G-SEC Lab

第4回 fMRI講 習会
河内山隆紀(国 際電気通信基礎技

術研究所)

29



団～m 別紙報告文参照

開催日 研究・運営プログラム担当者名 会場(慶應 塾大学) 会議等の名称(タ イ トル) 主な講演者(敬 称略)

15 6月5日 脳と進化班:伊 澤 綱町動物実験棟 動物用気化麻酔器講習会

                1

鈴木国昭(株 式会社ベス トエイド)
桜井富士朗(帝 京科学大学)

16 6月7日 研究発信支援
プログラム:小 嶋

三田キ ャンパ ス

東館6階

G-SEC Lab

第20回 脳の講習会

「高次視覚認知機能1」
田中啓治(理 化学研究所)

17 6月9日 論理 ・情報班:納 富

三田キャンパス

東館4階
セミナー室

アリス トテレス魂論
李 泰 秀

(Seoul National University)

18 6月10日 発達と遺伝班:安 藤
三田キャンパス

532教 室
内的環境への適応と教育:
可塑性と制約

平石界 (京都大学)

19 6月14日
研究発信支援

プログラム:小 嶋

≡三田キャンパス

南館4階 会議室

第21回 脳の講習会

「高次視覚認知機能2」
田中啓治(理 化学研究所)

20 6月19日 脳と進化班:渡 辺

三田キャンパス

研究室棟
B会 議室

神前裕氏 講演会
神 前 裕

(University of Cambridge)

21 6月21日 研究発信支援
プログラム:小 嶋

三田キャンパス

南館4階 会議室

第22回 脳の講習会
「前頭連合野の知的機能と報酬情報処

理1」

渡辺正孝

(東京都神経科学総合研究所)

23 7月3日
哲学 ・文化人類学班:
宮坂

共催:三 田哲学会

三田キャンパス

旧図書館2階

小会議室

習俗としての呪術の再活性化とアプリ
カの現代化 「習俗論から 〈呪術〉を再

考する」

阿部年晴(埼 玉大学名誉教授)

24
7月4日 一

7月5日

論理 ・情報班:岡 田

共催:論 理学 とフォー

マルオ ン トロジー拠点

(慶應 義塾大学)

三 田キ ャンパス

東館6階G-SEC

Lab(1日 目)

同8階 ホール

(2日 目)

日仏共同哲学研究会

「現象学と言語哲学におけるオン トロ
ジー」

Francoise Dastur(Universite de Nice),

Renaud Barbaras(Universite de Paris

l)、廣瀬浩司(筑 波大学)、 荒金直人(慶慶應

塾大学)飯 田隆(哲 学 ・文化人類学班)、ヴォ

ルフガング ・エア トル(論 理 ・情報班)他

25 7月5日
研究発信支援

プログラム:小 嶋

三 田キ ャンパス

東館6階
G-SEC Lab

第24回 脳の講習会 「脳の進化」 渡辺茂(脳 と進化班)

26 7月8日 発達と遺伝班:安 藤
三田キャンパス

532教 室
進化と人間 佐倉統 (東京大学)

27 7月10日

全体:渡 辺

共催:日 本神経科学学
会

東京国際

フォーラム

第31回 日本神経科 学大会

(Neuroscience2008)特 別講演

Richard Frackowiak(University
College London)

28 7月11日

全体:渡 辺

共催:日 本神経科学学
会

東京国際

フォーラム

第31回 日本 神 経 科 学 大 会

(Neuroscience2008)

シ ン ポ ジ ウ ム

Neuroscience of self-

awareness)

Julian P.Keenan(Montclair State

University)、 開一 夫(東 京大 学)、

安西 祐 一郎(慶應 義 塾 長)、 前 野隆 司

(慶應 義 塾 大学)、小 嶋群 三 、渡辺 茂(脳

と進 化 班)

29 7月12日

全体:渡辺

共催:In vivoヒト代謝システム生物学拠点(

慶應塾大学/医学部)

協力:日本神経科学学会、創立150年

記念事業室、岡野栄之(慶應義塾大学)

三田キャンパス

北館ホール

慶應義塾 創立150年 記念
ニ ュー ロサイエンスシ ンポジウム

「From molecule to cognition」

Tom Curran(University of Pennsylvania),

Richard Frackowiak(University College London),

Peter Agre(Johns Hopkins University)、安西祐一

郎(慶應義塾長)、岡野栄之、仲嶋一範、安井正人(慶應義塾

大学)、渡辺茂(脳と進化班)
1
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団～囮 別紙報告文参照

開催日 研究・運営プログラム担当者名 会場(慶應義塾大学) 会議等の名称(タ イ トル) 主な講演者(敬 称略)
1

30 7月13日
全体:渡 辺
共催:認 知神経科学会

東京大学
武田先端知
ホール

第13回 認知神経科学会学術集会

Michel A.Hofman(Netherlands

Institute for Neuroscience),

山 本 直 之(名 古 屋 大 学)、 池 田 譲(琉

球 大 学)、 伊 澤 栄 一(脳 と 進 化 班)

31 7月23日 脳と進化班:伊 澤 綱町動物実験棟
バーチャルマイクロスコープを用いた

画像解析講習会
田ロー 洋(株 式会社 日本 ローバ ー)

32
7月24日 一

7月25日

国際教育連携

拠点:渡 辺
ヴォルフガング ・
エア トル

イギリス

ケンブリッジ

大学

2008年 度

Keio-Cambridge Joint Seminar

篠塚 一貴、直井 望、山本絵里子 、山

崎 由美子(脳 と進 化班)、Nicholas

S.Clayton, Anthony Dickinson,

Lucie Sa隔czek、 Chris Bird、 Scott

Stevens(University of Cambridge)

33 8月3日 哲学 ・文化人類学班
宮坂、北中

三田キ ャンパ ス

東館6階
G-SEC Lab

文化とこころ:

精神医学 ・人類学 ・歴史学の対話

Laurence J. Kirmayer(McGill

University)、 神庭 重信(九 州大 学)、

佐 藤裕史、栗原稔 之(慶應 義塾大 学)、

鈴木 晃仁(慶應 義 塾大学)、Ellen

Rubinstein(Yale University)

34 8月7日 論理 ・情報班:納 富
三田キャンパス

南館4階 会議室
アリス トテレス魂論

Mark L. McPherran

(Simon Fraser University)

35 9月8日 言語と認知班:今 井
共催:認 知言語学会

三田キャンパス

東館4階
セミナー室

Patterns in Language and

Thought

Nick Enfield, Asifa Majid

(Max Planck Institute for

Pscyholoinguistics),

今 井 む つ み(言 語 と認 知 班)

36 9月15日 言語と認知班:大 津
三田キャンパス

西校舎ホール

英語教育の新時代一
「『英語が使える日本人』の

育成のための戦略構想」を超えて

江利川春雄(和 歌山大学)、斎藤兆史

(東京大学)、津田幸男(筑 波大学)、

三浦孝(静 岡大学)、 山田雄一郎(広

島修道大学)、 古石篤子(慶應 義塾大

学)、 大津由紀雄(言 語と認知班)

37 10月26日 全体:渡 辺

三田キ ャンパ ス

東館6階

G-SEC Lab

人文グローバルCOE外 部評価のため
の中間報告会

山本絵里子 ・福島宏器 ・皆川泰代(脳

と進化班)、藤澤啓子(遺 伝と発達班)、

佐治信郎(言 語と認知班)、竹村亮 ・

峯島宏次(論王里 情報班)、星聖子(哲学・

文化人類学班)

38 11月4日
哲学 ・文化人類学班

遠山

三田キ ャンパ ス

東館6階

G-SEC Lab

Logic in Church Decoration

Julian Gardner, Christy

Gardner von Teuffel

(University of Warwick)

39 i1月28日

全体:渡辺

共催:幹細胞医学のための教育研究

拠点(医学研究科)、環境共生・安全

システムデザインの先導拠点(シス

テムデザイン・マネジメント研究科)

三田キャンパス

北館ホール

グローバルCOE塾 内

3拠 点合同 シンポジウム"E
volution of Human Brain"

Michel A.Hofman(Netherlands Institute

for Neuroscience)、 入来篤史(理 化学研究

所)、 北村和也、藤吉兼浩、前野隆司(慶應 義

塾大学)、 内田亮子(早 稲田大学国際教養学術

院)、 渡辺茂、伊澤栄一(脳 と進化班)

40 12月21q 言語と認知班:大 津
日吉キャンパス
J14番 教室 佐藤学氏言語教育講演+対 談 佐藤学(東 京大学)

41
2009年

1月5日 脳と進化班:梅 田
三田キャンパス

南館4階 会議室

Contributions of bodily state to

emotion:evidence from

neuroimaging

Prof. Hugo D. Critchley

(University of Sussex,
Brighton and Sussex Medical

School)

42 1月10日 哲学 ・文化人類学班
宮坂、北中

三田キャンパス

東館8階
「医療人類 学の最前線1:

遺伝、神託、バ イオテクノロジー」

Margaret Lock(McGill

University)、 米 本 昌 平 、

Mohacsi Gergely(東 京 大 学)

43 1月11日

全体:伊 東

共催:心 が活きる教育の
ための国際的拠点(京 都

大学)

京都大学時計台
記念館

国際交流ホール1

第2回 京都大学 ・慶應義塾大学GOE
合同シンポジウム 「心 ・病 ・文化一医

療をめぐる文化と倫理」

Margaret Lock(McGill

University),

Garl Becker、 鈴木 晶 子(京 都 大

学)、 宮 坂 敬 造(哲 学 ・文 化 人 類 学 班)
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[エ]～m 別紙報告文参照

開催日 研究・運営プログラム担当者名 会場(慶應 塾大学) 会議等の名称(タ イ トル) 主な講演者(敬 称略)

44 1月23日
哲学 ・文化人類学班
宮坂、北中

三田キ ャンパス

東館6階

G-SEC Lab

「医療人類学 ワークシ ョップ」(午 前)、

「医療人類 学の最前線H:国 家、感染、

バイオポ リテ ィックス」(午 後)

大沼麻美(慶應 義塾大学)、生田倫子

(CARLS共 同研究員)(午 前)Margaret

Lock(McGill University)、美馬達哉(京

都大学)、鈴木晃仁(慶應義塾大学)、香

西豊子(東 京大学)(午 後)

45 1月30日 全体:増 田

三田キャンパス
北館4階

会議室

3施 設キックオフシンポジウム

上田恵介(立 教大学/日本動物行動学会

会長)、大林茂(独 立行政法人放射線医

学総合研究所)、伊澤栄一、山崎由美子、

梅田聡(脳と進化班)、小川誠二(東 北

福祉大学)

46 2月2日 全体:杉 浦

三田キャンパス

大学院棟
334教 室

プロジェクト科目報告会 プロジェク ト科目履修者

47 2月3日 倫理委員会:樽 井

三田キャンパス

東館8階
小会議室

倫理委員会

安藤寿康(遺 伝と発達班)、梅田聡、
伊澤栄一(脳 と進化班)、樽井正義

(哲学・文化人類学班)、奈良雅俊(慶應
應塾大学)

48
2月8日 一

2月9日

全体:渡 辺

共催:環 境共生 ・安全
システムデザインの先

導拠点(慶應 義塾大学)

三田キ ャンパス

東館6階

G-SEC Lab

Emotional animals, Sensible

humans

1.Pepperberg(Harvard Univ.,USA),
S.Kuczaj(Univ. of Southern

Mississippi,USA), R.D.Lane(Univ, of
Arizona, USA), T.Canli(State Univ. of

NY,USA), S.ltakura(Kyoto Univ.,Japan),
S.Umeda(Keio Univ.,Japan),

A.Bartels(Max Planck Institute,
Germany), M.Fujihata(Tokyo Univ.

of the Arts,Japan), K.Shinozuka

(Keio Univ.,Japan), T.Maeno(Keio
Univ.,Japan), P. Codognet(Keio

Univ.,Japan), K. Kotrschal(K.Lorenz
Insitutute, Austria)

49 2月10日 全体:渡 辺

三田キ ャンパス

東館6階

G-SEC Lab

平成20年 度若手研究成果報告会

辻井岳雄・伊澤栄一・石井拓 ・山崎由美子・加

藤真樹・染谷芳明・増田早哉子・石津智大・丹

野貴行・篠塚一貴・秋山武和(脳と進化班)、

菅佐原洋・敷島千鶴・佐々 木尚(遺伝と発達班)、

皆川泰代(脳と進化・遺伝と発達班)、佐治伸郎・

日根恭子(言語と認知班)、小川芳範・串田裕

彦(論理・情報班)、石田京子・和田菜穂子・

山根千明(哲学 ・文化人類学班)

50 2月25日
哲学 ・文化人類学班
宮坂、北中

三田キ ャンパス

東館4階

G-SEC

セミナー室

〈文化と医療〉

再考一人類学と文化精神医学の
相互関与性の現在一

Laurence J. Kirmayer(McGill University),

波平 恵美子(お茶の水大学名誉教授)、清水透(慶應

義塾大学)、宮地尚子(一 橋大学)、Ozawa-

de Silva(Emory University), Mohacsi

Gergely陳 京大学)他

51
3月2日 、

3月4日

哲学 ・文化人類学班:

飯田

三田キャンパス

大学院棟334教室(2日)

三田キャンパス

醜4階 力ンファレンス

ルーム(4日)

Philosophical Lectures
Friedemann Buddensiek

(University of Frankfurt)

52
3月12日 一

3月16日 言語と認知班:伊 東

カナダ
ヴィク トリア

大学

Uvic-Keio Joint Seminar on

Cognitive Psychology

Steve Lindsay(ヴ ィク トリア大学)、

舘瑞恵(日本女子大学)、Urs Ribary

(ニューヨーク大学メディカルセン

ター)、佐々木璃恵(慶應 義塾大学)、

日根恭子、伊藤裕司(言 語と認知班)

以上52件
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